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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主として、悪臭のする空気を便器（９）から抽出し、悪臭が環境に入らないように防止
するための流体タンク弁と、モータ（６）の軸に結合されたファン（５）とを備える臭気
抽出システムであって、
　前記ファン（５）は、吸引部（２）の上流側の自由端と出口部（７）との間に配置され
た管室（４）内に設けられ、
　前記吸引部（２）の上流側の自由端は、前記便器（９）の流水管（１）に結合され、
　前記出口部（７）は、下水管（８）に密封結合され、
　前記管室（４）は、気密閉鎖するための流体タンク弁（３）を備え、
　前記流体タンク弁（３）は、前記管室（４）の一部として装着され、
　前記流体タンク弁（３）の流体タンク（１１）は、吸引開口部（１５）と出口開口部（
１３）とを備えており、
　閉鎖手段（１０）は、閉鎖手段（１０）の上流側が、前記吸引開口部（１５）に密封結
合され、
　前記吸引部（２）の下流側の他端部が、吸引開口部（１５）を形成し、
　前記閉鎖手段（１０）は、その下流先端部に自由端を備え、
　前記自由端は、前記流体タンク（１１）内の流体（１２）内に沈み、
　前記自由端は、閉鎖手段（１０）の内部の圧力と、ファン（５）による吸気効果による
流体（１２）の上方の空間の圧力の間の圧力差効果により前記流体（１２）から上昇する
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ように構成されていることを特徴とする臭気抽出システム。
【請求項２】
　前記流体タンク（１１）が、前記流体（１２）を、前記吸引開口部（１５）を介して便
器（９）に逆流させるレベリングパイプ（１６）と、前記出口開口部（１３）を介する前
記流体（１２）の流出を防止するためのフロート（１４）とを備えることを特徴とする請
求項１に記載の臭気抽出システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排出システム内に結合され、悪臭のする空気を便器から除去して悪臭が環境
内に拡がらないように防止することが可能な流体タンク弁を有する臭気抽出システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　文献ＤＥ３４３９５８７は、トイレの空気を清浄化するための方法について述べており
、この方法は、空気抽出により便器から悪臭のする空気を除去する工程と、その空気をト
イレサイホンを介して下水システムに送る工程とを備える。気体が下水管から逆流しない
よう逆止弁により防止する。
【０００３】
　この方法の問題点の一つとして、閉鎖力が小さいため逆止弁を完全に閉鎖することがで
きないことが挙げられる。圧力差が比較的小さいため、逆止弁に加えられるフラップの重
量を極端に増大することができないか、または弁を開くことができない。システムの湿気
の多い環境におけるスケール形成や、弁の閉鎖面に張り付く可能性のある他の材料によっ
て、逆止弁の閉鎖が妨げられる。閉鎖が不完全であるため、抽出システムを停止した後、
下水の気体がその環境に侵入してくる。
【０００４】
　ハンガリー実用新案第ＨＵ　Ｕ　９５００２５５は、トイレから抽出される気体を排水
システムに向けることによって、トイレに配置された抽出システムを適用する臭気抽出方
法を提案している。上記文献と同様に、逆止弁により、下水の気体の逆流が防止される。
この文献は、逆止弁について２つの実施の形態を開示しており、それらの違いとして、第
１の実施の形態ではその自重で弁を閉じるが、第２の実施の形態では、閉鎖部が、バネ駆
動されるボールである。
【０００５】
　実用新案の問題点としては、閉鎖重量またはバネ力を増大するのが不可能であるか、ま
たは小さな圧力差によって生じる比較的小さな力では弁を駆動するのに不十分であるとい
う点が挙げられる。わずかな時間、弁の閉鎖が不完全となり、悪臭のする空気を下水管か
らトイレに連続して送ることになる。そのため、臭気抽出システムは事実上、「悪臭化シ
ステム」となる可能性もある。
【特許文献１】ＤＥ３４３９５８７号公報
【特許文献２】ハンガリー実用新案第ＨＵ　Ｕ　９５００２５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、悪臭が発生した場所から、すなわちトイレから悪臭のする空気を抽出
し、ファンが停止した後でさえ、下水管からトイレに気体が流れ込まないように、一方向
流体タンク弁を介して下水管にその空気を向けるための、流体タンク弁を有する空気処理
システムを提供することである。
【０００７】
　流体タンク弁によって気体が換気方向に流されるが、ファンが停止した後は、下水管と
トイレ空間との結合を遮断する。このように、トイレ空間内の空気は悪臭がなく、それに
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よって、より心地良く設備を使用することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による構成の重要な特徴は、臭気抽出によって生じる気流によって、悪臭がその
環境に入らないように、また蒸発のため流体タンク弁のタンクから失われた流体を、流水
が補充するように、吸引部が便器（悪臭発生場所）において、トイレの流水管に結合され
ることである。
【０００９】
　本発明によるシステムの最も重要な本質的特徴は、ファンの電源を入れた後、しかも悪
臭源が発生する前に流体タンク弁を開放することであり、悪臭源が除去されるまで空気抽
出が行われる。空気抽出工程が完了した後、流体タンク弁がその最初の閉鎖位置に戻り、
それによって下水管の気体がトイレに入らないように防止する。
【００１０】
　本発明のシステムは、機械、電気、電子、光もしくは音響信号によって、またはタイマ
を用いてオンオフ動作される。
　従って、本発明は、主として悪臭のする空気を便器から抽出し、悪臭が環境に入らない
ように防止するための流体タンク弁と、モータの軸に結合されたファンとを備える臭気抽
出システムであって、
　前記ファンは、吸引部の自由端と出口部との間に配置された管室内に設けられ、
　前記吸引部は、前記便器の流水管に結合され、
　前記出口部は、下水管に密封結合され、
　前記管室は、気密閉鎖するための流体タンク弁を備える。
【００１１】
　前記流体タンク弁は、前記管室の一部として装着され、
　前記流体タンク弁の流体タンクは、吸引開口部と出口開口部とを備えており、
　閉鎖手段は、前記吸引開口部に密封結合され、
　前記閉鎖手段は、その下流先端部に自由端を備え、
　前記自由端は、前記流体タンク内の流体内に沈み、
　前記自由端は、圧力差効果により前記流体から上昇するようになっている。
【００１２】
　本発明の好ましい実施の形態によれば、前記流体タンクが、前記流体と前記吸引開口部
との間を連通するレベリングパイプと、前記出口開口部を介する前記流体の流出を防止す
るためのフロートとを備える。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の臭気抽出システムの大きな利点の一つとして、トイレ内の空気が汚れないよう
に防止し、心地よく設備を使用できることが挙げられる。出口部が下水管の端部に密封結
合されているため、気密および液密ジョイントによって、気体が下水管から環境に入って
来ないように防止する。ファンを停止すると同時に、下水管からの気体が吸引部を介して
トイレの空間内に入らないように、流体タンク弁が管室（特に、下水管と吸引部との結合
部）を閉鎖する。
【００１４】
　文明の発達と共にトイレでの快適さが向上しているが、悪臭によって生じる問題は未だ
解決していない。本発明に記載した流体タンク弁を有する臭気流出システムによって、悪
臭がトイレの空間に入って来る前に、便器から排出システムに確実に除去され、悪臭のす
る空気が下水管に逆流するのを防止する。これによって、本発明の目的である、長期間、
清浄な空気をトイレに供給し続けることが達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明は、以下の図面を参照してさらに述べられ、これらの図面は、主として、汚れた
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空気をトイレから除去して悪臭がその環境内で拡散しないように防止するために適用でき
る流体タンク弁を有する臭気抽出システムの好ましい実施の形態を示している。
【００１６】
　図１は、本発明の臭気抽出システムの概略図、図２は、本発明に適用される流体タンク
弁の拡大図である。
　本発明の臭気抽出システムのファン５は、管室４に配置されており、モータ６の軸に接
続されている。管室の入口は吸引部２であり、前記吸引部２の自由端は、便器９の流水管
１に嵌合できるように実現される。出口部７は、管室４の出口端に配置され、前記出口部
７は、下水管８に密封結合されている。
【００１７】
　流体タンク弁３は、出口部７および下水管８の接続部と吸引部２の自由端との間の管室
４内に配置されている。流体タンク弁３の流体タンク１１は、管室４の一部として装着さ
れている。
【００１８】
　前記流体タンク１１は、吸引開口部１５と出口開口部１３とを備えており、閉鎖手段１
０は、前記吸引開口部１５に密封結合されている。
　閉鎖手段１０は、その下流先端部に自由端を有し、前記自由端は、流体タンク１１内の
流体１２内に沈んでいる。
【００１９】
　圧力差により、閉鎖手段１０が流体から上昇して、便器の空間と下水管とを直接結合す
る。流体１２と吸引開口部１５との間を連通するために、レベリング管１６が流体タンク
１１内に配置される。フロート１４によって、流体タンク１１の出口開口部１３を介して
流体１２が流出しないように防止する。
【００２０】
　図１に明確に示すように、モータ６によって駆動されるファン５の吸引効果のため、悪
臭のする空気は、（便器９の流水管１に結合された）吸引部２と、開いた流体タンク弁３
とを介して管室４内に、さらに出口部７を介して下水管８内に送られる。
【００２１】
　圧力差により、流体タンク１１内に配置され、吸引開口部１５に密封結合された閉鎖手
段１０が、流体１２から上昇して、それによって便器９の空間と下水管８とが結合される
。
【００２２】
　悪臭源を除去した後、モータ６およびファン５を停止し、下水管８の空気がトイレに戻
らないように、流体タンク弁３の閉鎖手段１０が最初の浸水（閉鎖）状態に戻る。
　トイレの水が流れると、その水は、流水管１から吸引部２を介して流体タンク弁３の流
体タンク１１に流れ込み、蒸発した水を補う。流体タンク１１内の水位を上げると、フロ
ート１４も上昇して、出口開口部１３を閉鎖して、前記出口開口部１３から水が流れ出さ
ないように防止する。
【００２３】
　流水が完了すると、余分の水が、まずレベリング管１６および閉鎖手段１０を介して、
その後流水管１を介して便器９に逆流する。水位がその正常値に戻ると、フロート１４が
水位に従って、徐々に出口開口部１３を開き、その結果、連続的に増大して最終的に正常
値に到達するという吸引効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の臭気抽出システムの概略図である。
【図２】図２は、本発明に適用される流体タンク弁の拡大図である。
【符号の説明】
【００２５】
１.  流水管
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２.  吸引部
３.  流体タンク弁
４.  管室
５.  ファン
６.  モータ
７.  出口部
８.  下水管
９.  便器
１０.  閉鎖手段
１１.  流体タンク
１２.  流体
１３.  出口開口部
１４.  フロート
１５.  吸引開口部
１６.  レベリング管

【図１】

【図２】
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